
(57)【要約】

【課題】靴の、特に整形用の靴の製造を容易にし、従っ

て、安価な靴の製造を可能にすること。

【解決手段】開口部に及び／又は、甲皮（１）の、底領

域に隣接する下縁に、弾性的な繊維材料からなるインサ

ート（６）を設け、甲皮（１）を、弾性材料と共に、靴

型（８）に被せ、及び弾性的なインサート（６）を、靴

型（８）に被せた状態で、貼着される非弾性材料によっ

て固定する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 靴 、 特 に 整 形 用 の 靴 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 内 底 用 の 開 口 部 （ １ １ ） を 有 す る 甲 皮 （
１ ） を 製 造 し 、 縫 付 け た 内 底 と 共 に 靴 型 （ ８ ） に 被 せ 、 前 記 甲 皮 （ １ ） の 、 底 （ １ ７ ） と
の 結 合 に よ っ て 補 充 し て 靴 を 形 成 す る 方 法 に お い て 、
　 前 記 開 口 部 （ １ １ ） に 及 び ／ 又 は 、 前 記 甲 皮 （ １ ） の 、 底 領 域 に 隣 接 す る 下 縁 に 、 弾 性
的 な 繊 維 材 料 か ら な る イ ン サ ー ト （ ６ ， ６ ´ ； １ ２ ） を 設 け 、
　 前 記 甲 皮 （ １ ） を 、 弾 性 材 料 と 共 に 、 靴 型 （ ８ ） に 被 せ 、 及 び
　 前 記 弾 性 的 な イ ン サ ー ト （ ６ ， ６ ´ ； １ ２ ） を 、 前 記 靴 型 （ ８ ） に 被 せ た 状 態 で 、 貼 着
さ れ る 非 弾 性 材 料 に よ っ て 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 非 弾 性 材 料 を 、 弾 性 材 料 か ら な る 前 記 イ ン サ ー ト （ ６ ， ６ ´ ； １ ２ ） に 貼 着 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 底 （ １ ７ ） に 平 行 に 延 び て お り 弾 性 的 な 繊 維 材 料 か ら な る ス ト リ ッ プ 状 の イ ン サ ー
ト （ ６ ， ６ ´ ） を 、 前 記 甲 皮 （ １ ） の 前 記 下 縁 に 挿 入 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ス ト リ ッ プ 状 の イ ン サ ー ト （ ６ ） を 前 記 甲 皮 （ １ ） の 前 方 領 域 に の み 設 け る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ス ト リ ッ プ 状 の イ ン サ ー ト （ ６ ） を 、 靴 の 回 り を 囲 む よ う に 設 け る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 開 口 部 （ １ １ ） に 挿 入 さ れ た 弾 性 材 料 を 、 前 記 甲 皮 （ １ ） に 被 さ ら れ た 状 態 で 、 革
、 コ ル ク 又 は 非 弾 性 繊 維 か ら な る 層 （ １ ６ ） の 貼 着 に よ っ て 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 甲 皮 （ １ ） の 下 縁 に 、 前 記 靴 型 （ ８ ） に お け る 前 記 甲 皮 （ １ ） の 嵌 め 合 い を 修 正 す
る 釣 り 込 み 用 ス ト リ ッ プ （ ７ ） を 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か
１ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 釣 り 込 み 用 ス ト リ ッ プ （ ７ ） を 非 弾 性 材 料 に よ っ て 覆 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 甲 皮 （ １ ） に 、 水 密 か つ 水 蒸 気 透 過 性 の 裏 地 膜 を 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ８ の い ず れ か １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 裏 地 膜 に 、 伸 張 可 能 な 底 （ １ ９ ） を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 裏 地 膜 を 前 記 底 （ １ ９ ） な し に 取 り 付 け る こ と 、 及 び 底 構 造 体 に は 水 密 の 層 （ １ ６
） を 入 れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 非 弾 性 材 料 は 水 密 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 内 底 用 の 開 口 部 （ １ １ ） を 有 す る 成 形 さ れ た 甲 皮 （ １ ） と 、 該 甲 皮 （ １ ） に 結 合 さ れ た
内 底 と 、 該 内 底 を 覆 い か つ 前 記 甲 皮 （ １ ） と 結 合 さ れ て い る 底 （ １ ７ ） と を 有 す る 、 靴 、
特 に 整 形 用 の 靴 に お い て 、
　 前 記 開 口 部 （ １ １ ） の 領 域 に 及 び ／ 又 は 、 前 記 甲 皮 （ １ ） の 、 底 領 域 に 隣 接 す る 下 縁 （
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１ ０ ） に 、 弾 性 的 な 繊 維 材 料 か ら な る イ ン サ ー ト （ ６ ， ６ ´ ； １ ２ ） が 設 け ら れ て い る こ
と 、 及 び 弾 性 的 な 繊 維 材 料 か ら な る 前 記 イ ン サ ー ト （ ６ ， ６ ´ ； １ ２ ） は 、 伸 張 さ れ た 状
態 で 、 貼 着 さ れ た 非 弾 性 材 料 に よ っ て 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 靴 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 非 弾 性 材 料 は 前 記 イ ン サ ー ト （ ６ ， ６ ´ ； １ ２ ） に 貼 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 靴 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 底 （ １ ７ ） に 平 行 に 延 び て お り か つ 弾 性 的 な 繊 維 材 料 か ら な る ス ト リ ッ プ 状 の イ ン
サ ー ト （ ６ ， ６ ´ ） が 、 前 記 甲 皮 （ １ ） の 下 縁 （ １ ０ ） に 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ３ 又 は １ ４ に 記 載 の 靴 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ス ト リ ッ プ 状 の イ ン サ ー ト （ ６ ） は 靴 の 前 方 領 域 に の み 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 靴 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ス ト リ ッ プ 状 の イ ン サ ー ト （ ６ ´ ） は 、 靴 の 回 り を 囲 む よ う に 設 け ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 靴 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 開 口 部 （ １ １ ） に 挿 入 さ れ た 弾 性 材 料 は 、 革 、 コ ル ク 又 は 非 弾 性 繊 維 か ら な る 層 の
貼 着 に よ っ て 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 又 は １ ５ に 記 載 の 靴 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 甲 皮 （ １ ） の 下 縁 に 、 前 記 非 弾 性 材 料 に よ っ て 覆 わ れ て い る 釣 り 込 み 用 ス ト リ ッ プ
（ ７ ） が 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 乃 至 １ ８ の い ず れ か １ に 記 載 の
靴 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 甲 皮 （ １ ） に 、 水 密 か つ 水 蒸 気 透 過 性 の 裏 地 膜 が 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ３ 乃 至 １ ９ の い ず れ か １ に 記 載 の 靴 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 裏 地 膜 は 、 前 記 開 口 部 （ １ １ ） を 覆 う 伸 張 可 能 な 底 （ １ ９ ） と 共 に 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 靴 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 裏 地 膜 は 前 記 底 （ １ ９ ） な し に 形 成 さ れ て い る こ と 、 及 び 底 構 造 体 に 水 密 の 層 （ １
６ ） が 入 れ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 靴 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 非 弾 性 材 料 は 水 密 に 及 び 水 蒸 気 透 過 性 を も っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ ２ に 記 載 の 靴 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 靴 、 特 に 整 形 用 の 靴 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 内 底 用 の 開 口 部 を 有 す る 甲 皮
を 製 造 し 、 縫 い 付 け た 内 底 と 共 に 靴 型 に 被 せ 、 甲 皮 の 、 底 と の 結 合 に よ っ て 補 充 し て 靴 を
形 成 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 は 、 内 底 用 の 開 口 部 を 有 す る 成 形 さ れ た 甲 皮 と 、 該 甲 皮 に 結 合 さ れ た 内 底
と 、 該 内 底 を 覆 い か つ 甲 皮 と 結 合 さ れ て い る 底 と を 有 す る 、 靴 、 特 に 整 形 用 の 靴 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 靴 の 、 手 仕 事 に よ る 製 造 は 、 通 常 、 足 の 重 要 な 寸 法 を 基 礎 に し て な さ れ る 。 こ の 足 の た
め に は 、 足 の 長 さ 及 び 少 な く と も 定 量 的 に は 足 の 形 を 考 慮 し て 、 靴 が 製 造 さ れ る 。 靴 の 望
ま し い 表 地 材 料 、 一 般 的 に は 革 か ら 、 甲 皮 が 形 成 さ れ る 。 こ の 甲 皮 は 、 実 質 的 に 、 側 壁 と
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、 靴 上 部 と 、 こ れ ら の 組 合 せ で 形 成 さ れ る 足 挿 入 部 と を 形 成 す る 。 甲 皮 の 、 開 い た 下 面 は
、 ス ト ロ ー ベ ル ・ シ ー ム （ Strobelnaht） に よ っ て 甲 皮 と 結 合 さ れ る 内 底 で 、 閉 じ ら れ る
。 か く て 形 成 さ れ た 靴 半 製 品 は 、 靴 型 に 被 せ ら れ る 。 靴 型 は 、 少 な く と も 幾 つ か の パ ラ メ
ー タ に お い て 、 靴 製 造 の 対 象 で あ る 当 該 の 足 の 、 そ の 形 に 適 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 に 、 整 形 用 の 靴 の 製 造 の 場 合 、 こ の 段 階 で は 、 足 の 形 の 特 色 を 考 慮 し 、 例 え ば 、 足 の
病 的 に 増 大 し た 母 指 球 の 領 域 で の 甲 皮 材 料 の 拡 張 を 行 な う こ と が 可 能 で あ る 。 か よ う に し
て 、 靴 製 造 の 際 に 、 普 通 で な い 足 の 形 を 考 慮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の タ イ プ の 靴 の 製 造 は 時 間 が か か り 、 手 仕 事 上 の 高 い 器 用 さ の み な ら ず 、 靴 の 材 料 と
の 付 き 合 い に お い て か な り の 経 験 を も 要 す る 。 従 っ て 、 か く し て 製 造 さ れ た 靴 は か な り 高
価 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 靴 の 、 特 に 整 形 用 の 靴 の 製 造 を 容 易 に し 、 従 っ て 、 安 価 な 靴 の 製 造 を 可 能 に す る と い う
課 題 が 、 本 発 明 の 基 礎 に な っ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に よ り 、 明 細 書 導 入 部 に 記 載 の タ イ プ の 方 法 は 、 開
口 部 に 及 び ／ 又 は 、 甲 皮 の 、 底 領 域 に 隣 接 す る 下 縁 に 、 弾 性 的 な 繊 維 材 料 か ら な る イ ン サ
ー ト を 設 け 、 甲 皮 を 弾 性 材 料 と 共 に 靴 型 に 被 せ 、 及 び 弾 性 的 な イ ン サ ー ト を 、 靴 型 に 被 せ
た 状 態 で 、 貼 着 さ れ る 非 弾 性 材 料 に よ っ て 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 同 様 に 、 明 細 書 導 入 部 に 記 載 の タ イ プ の 容 易 か つ 安 価 に 製 造 可 能 な 靴 は 、 開 口 部 の 領 域
に 及 び ／ 又 は 、 甲 皮 の 、 底 領 域 に 隣 接 す る 下 縁 に 、 弾 性 的 な 繊 維 材 料 か ら な る イ ン サ ー ト
が 設 け ら れ て い る こ と 、 及 び 弾 性 的 な 繊 維 材 料 か ら な る イ ン サ ー ト が 、 伸 張 さ れ た 状 態 で
、 貼 着 さ れ た 非 弾 性 材 料 に よ っ て 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 多 く の 時 間 消 費 を 引 き 起 こ す 加 工 が 、 内 底 を 有 す る 甲 皮 を 靴 型 に 被 せ る こ と
に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る と い う 知 識 に 基 づ い て い る 。 靴 型 に 被 せ る 前 に 、 甲 皮 を 、 足 の 形
に 及 び 必 要 な 場 合 に は 現 存 の 特 色 に 極 大 ま か に 適 合 さ せ る こ と が で き る 。 足 の 形 へ の 最 終
的 な 適 合 は 、 当 該 の 足 の 型 取 り に よ っ て 製 造 さ れ て い る か 、 互 い に 調 整 可 能 な 複 数 の 靴 型
部 分 を 有 す る 靴 型 に 基 づ い て な さ れ る 。 こ れ ら の 靴 型 部 分 に よ っ て 、 足 の 形 を 再 現 す る こ
と が で き る 。 母 指 球 の 形 成 の よ う な 不 均 斉 は 、 場 合 に よ っ て は 、 適 切 な 継 足 し 部 分 に よ っ
て 考 慮 さ れ る 。 本 発 明 で は 、 甲 皮 を 標 準 的 な 甲 皮 と し て 用 い る こ と が で き る 。 何 故 な ら ば
、 甲 皮 、 あ る い は 、 下 方 の 開 口 部 に 挿 入 さ れ か つ 甲 皮 と 結 合 さ れ た 内 底 は 、 弾 性 的 な 繊 維
材 料 か ら な る イ ン サ ー ト を 有 す る か ら で あ る 。 従 っ て 、 靴 型 の 形 へ の 適 合 は 、 ま ず 、 個 々
の 場 合 に 当 然 依 然 と し て 補 足 的 に な さ れ る こ と が で き る 、 甲 皮 材 料 の 伸 張 に よ っ て で は な
く て 、 弾 性 的 な 繊 維 材 料 の 伸 張 に よ っ て な さ れ る 。 靴 型 で 伸 張 さ れ た 形 を 固 定 す る た め に
は 、 弾 性 材 料 は 、 靴 型 に 被 せ た 状 態 で 、 す な わ ち 、 一 般 的 に は 、 伸 張 さ れ た 状 態 で 、 貼 着
さ れ る 非 弾 性 材 料 に よ っ て 、 靴 型 で 伸 張 さ れ た 状 態 で 固 定 さ れ る 。 非 弾 性 材 料 に よ る こ の
よ う な 固 定 が 貼 着 に よ っ て な さ れ る の は 、 好 ま し く か つ 好 都 合 で あ る 。 こ の 貼 着 は 平 面 的
な 貼 着 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 弾 性 材 料 か ら な る イ ン サ ー ト が 内 底 領 域 に 設 け ら れ る 限 り 、 イ ン サ ー ト は 、 内 底 の 、 回
り を 取 り 囲 む 縁 部 ス ト リ ッ プ を 形 成 す る 。 し か し 、 こ の 場 合 、 完 全 な 内 底 が 弾 性 的 な 繊 維
材 料 か ら 形 成 さ れ る こ と は あ り 得 な い こ と で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し 、 甲 皮 自 体 に 、 弾 性 的 な 繊 維 材 料 か ら な る イ ン サ ー ト を 備 え る こ と も 可 能 で あ る
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。 こ の 場 合 、 イ ン サ ー ト が 、 甲 皮 の 下 縁 に か つ 底 に 平 行 に 延 び つ つ 、 ス ト リ ッ プ 状 の イ ン
サ ー ト と し て 形 成 さ れ る こ と は 好 ま し い 。 こ の よ う な ス ト リ ッ プ 状 の イ ン サ ー ト は 、 個 別
の 場 合 に 又 は 典 型 的 に 考 慮 さ れ る 足 の 変 則 性 に 応 じ て 、 靴 の 回 り を 取 り 囲 む よ う に 設 け ら
れ て い る か 、 甲 皮 の 前 方 領 域 に の み 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 内 底 又 は そ の 一 部 を 形 成 し か つ 弾 性 的 な 繊 維 材 料 か ら な る イ ン サ ー ト の 固 定 は 、 表 底 の
貼 着 に よ っ て な さ れ る こ と が で き る 。 こ の 表 底 は 、 通 常 、 甲 皮 材 料 の 、 回 り を 取 り 囲 む 縁
部 と 貼 着 さ れ 、 甲 皮 材 料 と 内 底 の 間 の 縫 目 を 覆 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 弾 性 材 料 を 固 定 す る た め に 、 革 、 コ ル ク 、 非 弾 性 的 な 繊 維 等 か ら な る 層 を 用 い る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 靴 型 へ の 甲 皮 の 所 望 な 嵌 め 合 い を も た ら す こ と が で き る た め に は 、 本 発 明 に 係 わ る 方 法
で 、 甲 皮 に 、 こ の 目 的 の た め に 知 ら れ た 釣 り 込 み 用 ス ト リ ッ プ を 設 け る こ と が で き る 。 釣
り 込 み 用 ス ト リ ッ プ に よ っ て 、 靴 型 で の 甲 皮 の 嵌 め 合 い を 修 正 す る こ と が で き る 。 続 い て
、 釣 り 込 み 用 ス ト リ ッ プ を 非 弾 性 材 料 に よ っ て 覆 う こ と は 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 わ る 方 法 は 、 水 密 の 及 び 水 蒸 気 透 過 性 の 裏 地 膜 を 有 す る 靴 の 形 成 を 可 能 に す
る 。 こ の 裏 地 膜 が 閉 じ た 膜 と し て 形 成 さ れ て い る と き 、 裏 地 膜 は 、 少 な く と も 弾 性 底 を も
っ て 形 成 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。 そ の 目 的 は 、 弾 性 材 料 の 、 靴 型 に お い て な さ れ た 伸
張 が 、 裏 地 材 料 に よ っ て も 共 に な さ れ る こ と が で き る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の 代 わ り に 、 裏 地 膜 を 底 部 な し に 形 成 し 、 水 密 の 層 を 底 構 成 体 に 挿 入 す る こ と が 可 能
で あ る 。 例 え ば 、 弾 性 材 料 の 固 定 の た め に 用 い ら れ る 非 弾 性 材 料 は 、 水 密 に 形 成 さ れ て い
て も よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 に 示 し た 実 施 の 形 態 を 参 照 し て 本 発 明 を 詳 述 す る 。 図 １ は 靴 の 甲 皮 １ の 側 面
図 を 示 す 。 こ の 甲 皮 は 、 回 り を 囲 む 側 壁 ２ と 、 靴 上 部 ３ と 、 こ れ ら の 組 合 せ で 形 成 さ れ る
足 挿 入 部 ４ と を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 側 壁 ２ の 下 縁 に は 、 分 離 線 ５ が 示 さ れ て い る 。 こ の 分 離 線 は 、 視 覚 的 に 分 離 さ れ た 底 領
域 を 、 側 壁 領 域 か ら 分 け て い る 。 甲 皮 １ の 前 部 で は 、 分 離 線 の 下 方 に 、 甲 皮 １ の 縁 部 が 、
弾 性 的 な 繊 維 材 料 か ら な る ス ト リ ッ プ 状 の イ ン サ ー ト （ Einsatz） ６ に よ っ て 形 成 さ れ て
い る 。 こ の ス ト リ ッ プ 状 の イ ン サ ー ト ６ は 、 両 側 で 、 分 離 線 の 上 方 で 甲 皮 材 料 と 結 合 さ れ
た 釣 り 込 み 用 ス ト リ ッ プ ７ に よ っ て 掛 け 渡 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ の （ ａ ） は 開 始 状 態 に あ る 甲 皮 １ を 示 す 。 図 １ の （ ｂ ） は 甲 皮 １ が 靴 型 ８ に 被 せ ら
れ て い る こ と を 示 し て い る 。 甲 皮 １ を 、 靴 型 ８ に 被 せ る こ と に よ っ て イ ン サ ー ト ６ が 伸 張
さ れ て 、 今 や 、 図 １ の （ ａ ） の 開 始 状 態 よ り も 大 き な 幅 を 有 す る こ と が 認 め ら れ る 。 こ の
伸 張 さ れ た 状 態 で 、 イ ン サ ー ト ６ を 、 非 弾 性 材 料 か ら な る ス ト リ ッ プ ９ に よ っ て 固 定 す る
の は 、 例 え ば ス ト リ ッ プ ９ を イ ン サ ー ト に 貼 着 し て 、 下 面 で 、 甲 皮 １ の 材 料 と 縫 い 合 わ せ
る こ と に よ っ て で あ る 。 ス ト リ ッ プ ９ は 、 釣 り 込 み 用 ス ト リ ッ プ ７ を も 覆 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 甲 皮 １ の 下 面 が 開 口 部 を 有 し 、 こ の 開 口 部 は 、 甲 皮 １ が 靴 型 ８ に 被 せ ら れ る 前
に 、 内 底 の 縫 い 合 わ せ に よ っ て 閉 じ ら れ て い る こ と を 示 し て い な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 弾 性 材 料 か ら な る イ ン サ ー ト ６ を 伸 張 し 、 イ ン サ ー ト ６ を 、 ス ト リ ッ プ ９ を 用 い て 、 伸
張 し た 位 置 に 固 定 す る こ と に よ っ て 、 靴 型 ８ に よ っ て 表 わ さ れ る 足 形 へ の 適 合 が 問 題 な し
に 達 成 さ れ る 。 イ ン サ ー ト 6の 上 方 の 甲 皮 １ の 材 料 を 伸 張 す る た め の 特 別 な 器 用 さ 及 び 経
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験 は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 類 似 の 実 施 の 形 態 を 示 す 。 図 ２ で は 、 イ ン サ ー ト ６ ´ は 、 靴 全 体 の 回 り に 取 り 囲
む よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ れ 故 に 、 靴 型 ８ で の 、 甲 皮 １ の 、 甲 皮 の 全 周 囲 へ の 適 合 が 、
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 従 っ て 、 イ ン サ ー ト ６ ´ の 固 定 の た め に 考 え ら れ た ス ト リ ッ プ ９ ´ は 、 ス ト リ ッ プ が 甲
皮 １ 全 体 を 囲 む こ と が で き る よ う に 長 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ は 甲 皮 １ の 下 面 の 平 面 図 を 示 す 。 こ の 甲 皮 は 、 底 領 域 の 回 り に 設 け ら れ た 縁 部 １ ０
で 甲 皮 １ の 開 口 部 １ １ を 規 定 し 、 こ の 開 口 部 は 、 イ ン サ ー ト １ ２ の 縫 付 け に よ っ て 閉 じ ら
れ て い る 。 こ の イ ン サ ー ト １ ２ は 、 弾 性 的 な 繊 維 材 料 か ら な り 、 図 ３ の （ ａ ） で は 、 開 始
位 置 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 甲 皮 １ を 靴 型 ８ に 被 せ た 後 に 、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 イ ン サ ー ト １ ２ を
、 靴 型 の 形 状 へ の 適 合 の た め に 伸 張 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 イ ン サ ー ト １ ２ は 、 同 様 に 、 非 弾 性 材 料 の 貼 着 に よ っ て 、 伸 張 さ れ た 状 態 で 固 定 さ
れ る 。 こ の 非 弾 性 材 料 が 貼 着 さ れ る の は 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ は 、 甲 皮 １ が 、 通 常 、 表 地 材 料 １ ３ 及 び 裏 地 材 料 １ ４ に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 両
者 は 、 通 常 、 互 い に 貼 着 さ れ て い る こ と を 示 す 。 ス ト ロ ー ベ ル ・ シ ー ム １ ５ に よ っ て 、 ２
つ の 層 す な わ ち 表 地 材 料 及 １ ３ と 裏 地 材 料 １ ４ と が 縁 部 １ ０ と 結 合 さ れ て い る 。 こ の 縁 部
は 、 弾 性 材 料 か ら な る イ ン サ ー ト １ ２ と 共 に 、 内 底 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 弾 性 的 な イ ン サ ー ト １ ２ は 、 靴 型 ８ に よ り 伸 張 し た 状 態 で 、 非 弾 性 材 料 か ら な る 貼
着 さ れ た 層 １ ６ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 こ の 層 は 、 同 様 に 、 縁 部 １ ０ と 貼 着 さ れ て い る
。 こ の こ と に よ っ て 、 靴 型 ８ で 伸 張 さ れ た 状 態 で 底 領 域 の 固 定 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 層 １ ６ は 、 通 常 、 貼 着 、 縫 付 け 等 に よ っ て 取 り 付 け ら れ た 表 底 １ ７ に よ っ て 閉 じ ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ に 示 さ れ た 実 施 の 形 態 で は 、 内 底 領 域 の イ ン サ ー ト １ ２ の 他 に 、 ス ト リ ッ プ 状 の イ
ン サ ー ト ６ も 、 表 地 材 料 １ ３ と 底 領 域 の 縁 部 １ ０ と の 間 の 移 行 部 に 設 け ら れ て い る 。 弾 性
材 料 か ら な る イ ン サ ー ト ６ は 、 靴 型 ８ 上 で 伸 張 さ れ る こ と が で き な け れ ば な ら な い の で 、
表 地 材 料 １ ３ と 結 合 さ れ た 裏 地 １ ４ は 、 イ ン サ ー ト ６ の 領 域 で は 、 イ ン サ ー ト と 結 合 さ れ
て お ら ず 、 イ ン サ ー ト ６ を 端 部 部 分 １ ４ ´ で 緩 く 覆 う 。 か よ う に し て 、 裏 地 す な わ ち 端 部
部 分 １ ４ ´ は 弾 性 材 料 か ら な る イ ン サ ー ト ６ の 伸 張 を 妨 げ な い 。 イ ン サ ー ト ６ は 、 伸 張 し
た 状 態 で は 、 非 弾 性 材 料 か ら な る 貼 着 さ れ る ス ト リ ッ プ １ ８ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 こ
の ス ト リ ッ プ １ ８ は 、 視 覚 的 分 離 を 際 立 た せ る こ と が で き る 。 視 覚 的 分 離 は 、 図 １ 及 び ２
で は 、 示 し た 分 離 線 ５ に よ っ て 明 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ に 示 し た 実 施 の 形 態 で は 、 弾 性 的 な イ ン サ ー ト １ ２ の み が 底 領 域 に 設 け ら れ て い る
。 表 地 材 料 １ ３ と ど こ で も 結 合 さ れ た 裏 地 す な わ ち 裏 地 材 料 １ ４ は 、 水 密 の 、 し か し 水 蒸
気 透 過 性 の 膜 （ 裏 地 膜 ） で 構 成 さ れ て い る 。 靴 の 足 空 間 を 全 体 的 に 水 密 に 構 成 す る た め に
、 裏 地 １ ４ は 、 弾 性 材 料 か ら な り か つ 同 様 に 水 密 な 底 １ ９ に よ っ て 補 足 さ れ る 。 底 １ ９ が
靴 型 ８ で の イ ン サ ー ト １ ２ の 伸 張 を 可 能 に す る の は 、 底 １ ９ が 相 応 の 伸 張 を 共 に す る こ と
に よ っ て で あ る 。 イ ン サ ー ト １ ２ は 、 非 弾 性 材 料 か ら な る 層 １ ６ に よ っ て イ ン サ ー ト １ ２
の 伸 張 し た 状 態 を 固 定 す る 際 に 、 接 着 剤 が 、 靴 型 で 伸 張 し た イ ン サ ー ト １ ２ を 通 過 し 、 裏
地 １ ４ の 同 様 に 伸 張 し た 底 １ ９ に 達 し 、 か く て 、 底 １ ９ の 伸 張 状 態 を 固 定 す る よ う に 、 形
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成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ に 示 し た 実 施 の 形 態 で は 、 裏 地 １ ４ は 水 密 で あ る が 、 水 蒸 気 透 過 性 で あ る 。 一 方 の
側 に は 、 突 き 出 て い る 縁 部 ス ト リ ッ プ １ ４ ´ が 示 さ れ て い る 。 こ の 縁 部 ス ト リ ッ プ は 、 イ
ン サ ー ト ６ の 故 に 、 こ こ に 存 す る 伸 張 ゾ ー ン と 部 分 的 に 重 な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ の 図 の 左 側 に は 、 裏 地 １ ４ が 、 伸 張 さ れ た イ ン サ ー ト ６ と し っ か り 結 合 さ れ て い る
。 イ ン サ ー ト ６ は 、 ネ ッ ト バ ン ド に よ っ て 形 成 さ れ た 非 弾 性 の 領 域 ２ ０ を 有 す る 。 こ の 領
域 を 通 っ て 、 接 着 材 ２ １ あ る い は 熱 に よ っ て 液 化 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク が 裏 地 １ ４ の 縁 部 に
達 す る こ と が で き る 。 そ の 目 的 は 、 反 応 の 際 に 、 裏 地 １ ４ を イ ン サ ー ト ６ と 結 合 さ せ る た
め で あ る 。 当 然 乍 ら 、 こ の 結 合 は 、 靴 型 で の イ ン サ ー ト ６ の 伸 張 の 後 に 初 め て 、 な さ れ る
。 結 合 は 、 例 え ば 、 熱 で 溶 解 可 能 な ポ リ ウ レ タ ン ス ト リ ッ プ す な わ ち 接 着 材 ２ １ の 使 用 に
よ っ て 、 な さ れ る こ と が で き る 。 こ の ポ リ ウ レ タ ン ス ト リ ッ プ は 熱 に よ っ て 液 化 さ れ て ネ
ッ ト バ ン ド を 通 り 、 冷 却 の 際 に 架 橋 し て エ ラ ス ト マ ー を 形 成 す る 。 続 い て 、 第 ２ の 段 階 で
、 非 弾 性 材 料 か ら な る ス ト リ ッ プ １ ８ を 、 イ ン サ ー ト ６ の 伸 張 状 態 の 固 定 の た め に 、 貼 着
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の 代 わ り に 、 伸 張 し た 裏 地 １ ４ の 及 び 伸 張 し た イ ン サ ー ト ６ の 固 定 を 、 ス ト リ ッ プ １
８ の 貼 着 に よ っ て １ つ の 段 階 で 行 な う こ と も 可 能 で あ る 。 接 着 材 は イ ン サ ー ト ６ 又 は 領 域
２ ０ を 通 っ て 裏 地 １ ４ の 縁 部 に 達 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 裏 地 １ ４ の 、 ス ト リ ッ プ ６ と の し っ か り と し た 結 合 の た め に 、 裏 地 １ ４ は 弾 性 的 に 伸 張
可 能 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。 靴 内 部 の 水 密 の 密 閉 の た め に 、 水 密 材 料 か ら な る 固 定 用 の
層 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 靴 構 造 の 他 の 変 更 の 実 施 の 形 態 が 、 添 付 し た 請 求 項 に よ っ て 記 述 さ れ た 本 発 明 の 枠 内 で
可 能 で あ る こ と は 、 容 易 に 読 み 取 れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 靴 の 前 方 領 域 に 設 け ら れ た 弾 性 的 な ス ト リ ッ プ 状 の イ ン サ ー ト を 有 し 、 靴 の 製 造
工 程 の 中 間 段 階 に あ る 靴 の 、 そ の 第 1の 実 施 の 形 態 を 示 す 。
【 図 ２ 】 ス ト リ ッ プ 状 の イ ン サ ー ト が 靴 の 回 り を 取 り 囲 む よ う に 形 成 さ れ て な る 変 更 の 実
施 の 形 態 を 示 す 。
【 図 ３ 】 挿 入 さ れ た 内 底 を 有 す る 甲 皮 の 下 面 の 平 面 図 を 示 す 。 内 底 は 弾 性 繊 維 か ら な る 回
り を 取 り 囲 む イ ン サ ー ト を 有 す る 。
【 図 ４ 】 内 底 の 領 域 に 弾 性 的 な イ ン サ ー ト を 有 す る 靴 前 部 の 垂 直 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 弾 性 的 な イ ン サ ー ト が 甲 皮 材 料 の 下 縁 に も 設 け ら れ て な る 実 施 の 形 態 の 、 図 ４ に
示 し た 例 を 示 す 。
【 図 ６ 】 水 密 の 及 び 水 蒸 気 透 過 性 の 裏 地 膜 を 有 す る 実 施 の 形 態 の 垂 直 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ７ 】 靴 の 水 密 の 構 造 の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 １ 　 甲 皮
　 　 ６ 　 イ ン サ ー ト
　 　 ６ ´ 　 イ ン サ ー ト
　 　 ８ 　 靴 型
　 　 １ １ 　 開 口 部
　 　 １ ２ 　 イ ン サ ー ト
　 　 １ ７ 　 底
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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